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不耕起栽培にお ける糸状菌の 動態に つ い て
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カバ ー
ク ロ ソ プは、土壌を保全する の に役立つ 作物で あり、マ メ科作物を用 い た場合後作物 へ の 窒素

供給源 として 期待 されて い る。しか し、カ バ ーク ロ ッ プ残渣 の 還元 に よ る 土壌糸状菌 へ の 影響に つ い

て 検討事例 は少 な い 。本研 究で は、不耕起栽培で の カ バ ーク ロ ッ プ の 利用 が糸状菌 の 動 態 へ 及 ぼす影

響を検討 し た。

試験は ロ
ー

タ リ耕及 び プラウ耕をコ ン トロ ー
ル と し、不耕起オカボ輪作体系試験圃場（茨大農附属農場）

で 2004年 5月 か ら2005年 10月ま で 行 っ た。試験要因 は、カ バ ーク ロ ソ プ の 種類 （ヘ ア リ
ーベ ッ チ、ライ

ム ギ及び裸地） とした。土壌（深 さO−10cm 、10−20cm、20−30cm）は、5月 と10月 に採取 し、七壌中の エ ル

ゴ ス テ ロ
ー

ル 含量 を測定 した。ま た、土壌か ら直接DNA を抽出 し、18S−28S　ITS 領域をPCR 増幅 し、ク

ロ
ー

ニ ン グ して、ク ロ
ー

ン の DNA 塩基配列 を決 定した。

2004年4月 〜2005年 10月 の 採取試料では、エ ル ゴ ス テ ロ ー
ル 含量 は耕起区 と比 べ て 、不耕起区で は 著 し

く高い こ とを観察 された 。 カ バ ー
ク ロ ッ プ区では裸 地区 と比 べ て 、ライ ム ギ区 で は エ ル ゴ ス テ ロ ール

含量が最 も高 く、次にヘ ア リ
ーベ ッ チ 区だ っ た 。ク ロ

ー
ン 解析 の 結果 、不耕起 の 裸地 区か ら は 主 に

Mortierella　alpine，　Cryptococcus，　Pueraria　montanu ，　Digitodesmium 　bambusicala
，　 Basidiodendron

caesiocinereum ，　Arthrobotrys　oligospora など検出された。そ の他の 区につ い て は現在分析 を進 めて お り、

こ れ らの 結果 を合わせ て報告する。
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水田土壌か ら分離 し た嫌気性の酵母：様微生物
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【目 的】

嫌気環境 に お け る有機物 の 無機化 は、嫌気性原核 生 物 の 共 1司作業に よ っ て行わ れ る こ とが知 られ て い

る が、そ の 過程 に 嫌気性真核 生物 が 寄与し て い るか は明 らか に されて い な い 。演者 らは水田 十壌か ら

子嚢菌 の ア ナ モ ル フ で あ る新規 な通性嫌気性糸状菌を分離 し て お り、嫌気環境に おけ る真核生物の 生

態に興味 を持 っ て い る。今回 、水 円土壌か ら球状 の 酵母様形態を示す嫌気性真核生物を分離 した の で

報告す る。

【方法】

嫌気性酵母 様微生物 は、水 田上壌を接種源 と し、ロ ー
ル チ ュ

ーブ法に よ り分離 した。分離菌株の 形態

観察は、光学顕微鏡 と走査型電子顕微鏡に より、醗酵生産物の 定量 は ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ とHPLC 分析

に よ り行 っ た。系統解析 は 28SrDNA 配 列 か ら ClustalWを 使 用 し、近 隣結合法 に よ り行 っ た。

【結果 と考 察】

分離菌株AFO65 −Y は 17〜 50 μ m の 球状で 細胞表層 は襞状 の 構造 で 覆われ て い た。液体培 地では単細胞形

態で 増殖する が、固形培地 中で 形成 された コ ロ ニ
ー

で は菌糸様 の 形態 を示 した。好気条件で は増殖せ

ず、無酸素条件お よび還元剤添加 に よ る 絶対嫌気条件 で 増殖 した。グル コ
ー

ス か らの 主要 な醗酵生産

物は 水素、炭酸ガ ス
、

エ タ ノ
ー

ル
、 酢酸 で あ り、オ ル ガ ネラ として ヒ ドロ ゲノ ソーム を保持す る こ と

が 示 唆され た 。 系統解析 の 結果 、 AFO65 −Y は系統 的に新規 な真核生物 で ある こ とが 示 され た 。こ れ ま で

の 研究と今回 の 結果か ら 、 水 田 土壌 には嫌気性真核 生 物 が 存在す る こ と が 確認 され た 。

殿内暁夫：symbio ＠cc ．hirosaki−u ．ac ．jp

一
　44一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


